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第１期、第２期基本計画を通じ、日本の科学技術の基礎固め
が進む。

研究水準は着実に向上、世界をリードする研究成果が出現。

◆ 産学共同研究件数及び大学発ベンチャー企業数が増加。

◆ 国立大学や国立試験研究機関等の法人化

１

◆ 科学技術投資は、成果の結実までに多年度を要するが、公的支援により、我が国独自の研究成果
が大きく育ち、新たに数千億円以上の市場を形成しつつあるものもあり。

◆ 米国に次ぎ、世界第２位の論文発表数
◆ ５年前と比較して、多くの分野で、対米・対ＥＵの研究開発水準が向上

欧米のみならず、中国、韓国も含めた「知の大競争」が激化。

一方で、世界各国は優れた頭脳をどのようにして育てるか、
で激しく競い始めた。

環境と経済の両立や少子高齢化のもたらす課題克服などが急務。

産学官連携や大学・研究機関の改革が進展。



第３期科学技術基本計画は何を目指すのか

国民に国民に分かりやすく分かりやすく、、 社会に社会に役立つ役立つ科学技術科学技術
Ⅰ

○ 6つの政策目標（次ページ参照）を明示し、科学技

術が何を目指すのか、社会・国民への貢献を明確化し、

それを目指して政策を展開していく。

○ 国民にも政策目標の達成状況を説明し、科学技術の

理解と支持を得、国民とともに科学技術を推進。
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３

科学技術により切り拓く科学技術により切り拓く『『６つの政策目標６つの政策目標』』

＜理念１＞

人類の英知人類の英知

を生む

＜理念２＞

国力の源泉国力の源泉

を創る

＜理念３＞

健康と安全健康と安全

を守る

生涯はつらつ生活生涯はつらつ生活

～ 子供から高齢者まで

健康な日本を実現

環境と経済の両立環境と経済の両立
～ 環境と経済を両立し

持続可能な発展を実現

＜目標５＞＜目標３＞

飛躍知の発見・発明飛躍知の発見・発明

～ 未来を切り拓く

多様な知識の蓄積・創造

＜目標１＞

安全が誇りとなる国安全が誇りとなる国

～ 世界一安全な国・

日本を実現

＜目標６＞

イノベーター日本イノベーター日本
～ 革新を続ける強靱な

経済・産業を実現

＜目標４＞

科学技術の限界突破科学技術の限界突破

～ 人類の夢への

挑戦と実現

＜目標２＞



メリハリメリハリをつけて投資し、資金のをつけて投資し、資金の有効利用有効利用を徹底するを徹底する
Ⅱ

第３期科学技術基本計画は何を目指すのか

○ 戦略的重点化の強化

－ 多様な知と革新をもたらす基礎研究を推進

－ 課題解決に貢献の大きい重点４分野（ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ､情報通信､

環境､ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･材料）も、きめ細かく重点化。

○「安全と安心」への科学技術の貢献を高める。

○「国の発展の基幹としての科学技術」についても、選択と集中
を基本として、今後、更に掘り下げた検討を行う。

４



研究者が研究者がいきいきといきいきと研究し、研究し、新しい発想新しい発想が次々と生まれるが次々と生まれる
Ⅲ

第３期科学技術基本計画は何を目指すのか

○ 競争的研究環境の醸成

－ 競争的研究資金の拡充と制度改革

－ 競争的資金と基盤的資金の適切なバランス

○ 科学技術システム改革の推進

－ 評価ｼｽﾃﾑの改革、大学改革等の更なる進展

－ 産学官連携の推進、地域科学技術の振興

－ 科学技術基盤整備、知的財産による知的創造ｻｲｸﾙ

等
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○ 検討の基本姿勢： 「「モノからモノから人人へへ」」

「「機関機関におけるにおける個人個人の重視」の重視」

○科学技術を担う人材の育成・活躍の促進

－ 世界的に活躍する研究者・技術者の育成・確保

－ 若手研究者が能力発揮できる環境づくり

－ 女性研究者の育成、活躍できる環境づくり

－ 外国人研究者の受入れの促進

－ 技術経営人材、ものづくり人材などの育成・確保

－ 子どもの夢を育み、力を伸ばす環境づくり 等

将来を支える将来を支える人材を大切人材を大切にするにする
Ⅳ

第３期科学技術基本計画は何を目指すのか

６



例えば、若手人材をどのように育成し、能力を発揮させていくか

（出典：科学技術政策研究所 「科学技術指標（2004年度版）」）

若手研究者の能力に対する評価
（1355名の研究者アンケート結果）

（出典： 内閣府 「競争的研究資金の制度改革（2003年）」）
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例えば、我が国の女性研究者の割合が国際的にみて
際だって低い状況を、どのように是正していくべきか
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※ 日本、韓国は2003年、イタリア、フランス、英国、ドイツは2000年、米国は1999年。
※ 米国の数値は、「Science & Engineering Indicator 2004」においてScientistとし
て分類されたもの

（ 総務省統計、ＮＳＦ統計、ＯＥＣＤ統計、ＥＣ統計から内閣府作成）

我が国の大学教員における我が国の大学教員における
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（出典：文部科学省、学校基本調査（2004年））

工学・農学・理学の工学・農学・理学の
分野では、講師以上分野では、講師以上
の教員に占める割合の教員に占める割合
は１０％以下。は１０％以下。
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長期的視点に立ち、長期的視点に立ち、日本の未来を創る日本の未来を創るための、５ヵ年計画ための、５ヵ年計画
Ⅴ

第３期科学技術基本計画は何を目指すのか

○ 総合科学技術会議の機能の充実・強化

各省の縦割弊害の排除、政府投資の一層効果的な活用、国民

への説明責任の強化、戦略的国際活動等のため、司令塔として

の機能の充実・強化が必要

○ 第３期計画の政府研究投資目標の検討

政府研究開発投資額の目標及び科学技術成果に関する目標に

ついては、第１期・第２期計画における実績、諸外国の動向、

第３期計画における施策内容等を踏まえ検討

９



小さな芽を長期間育て、産業化などに開花した例が現れている
これをいかに続け、拡げていくか

1970年 1980年 現在1990年 2000年
第１期 第２期

創薬等に貢献する

タンパク質の解析

新しいがん治療方法

・効率的な医薬品開発の
基礎となるタンパク質の
構造等の解析（平成１６年
１０月現在、１６５０個を解
析終了）。 等

・重粒子線がん治療装置
(HIMAC)の治療への応用
・２，０４１名を治療（平成
１６年１１月まで） 等

電気を通すプラスチック
（白川筑波大学教授）

有用な物質だけを
非常に高い効率で
作り分ける合成法
（野依名古屋大学教授）

・携帯電話の電池
・券売機やＡＴＭの

タッチパネル
・電子機器の小型化 等

・医薬品の効率的な製造
・新しい香料の製造（メン
トール等） 等

ハードディスクドライブの
小型化・大容量化の限界を突破する

垂直磁気記録技術

光のエネルギーで

物質を分解する触媒

太陽光発電システム

・ハードディスクドライブの
小型化・大容量化に貢献。
・売り上げ台数予測
年間６億台以上(2010年)

・2010年までに2,000億円
以上の市場拡大が期待。
・省エネ効果(2010年)

原油換算42万kl/年

・市場創出
2003年: 1,500億円超
2010年: 4,000億円
・二酸化炭素削減効果

2002年: 約23万t-CO2/年
2010年: 170万t-CO2/年

１９６７年
光に反応する物質の研究
「本多・藤嶋効果」の発見

１９９３年
新型治療装置完成

１９６７年
導電性高分子の発見

２０００年
ノーベル化学賞受賞

２００１年
ノーベル化学賞受賞１９７６年

触媒の開発に成功
１９６６年
最初の発見

１９７７年
世界に提案
（東北大学 岩崎教授（当時））

２００５年
製品流通予定

萌芽段階

＜矢印について＞
開発段階

実用化
基礎研究 目的基礎 応用研究
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将来の発展に科学技術は貢献するか？将来の発展に科学技術は貢献するか？ 科学技術への支援にあたり科学技術への支援にあたり
重視すべき点（上位６位まで）重視すべき点（上位６位まで）

科学技術に対する政府の財政的支援を充実すべきか？科学技術に対する政府の財政的支援を充実すべきか？

科学技術は国民の期待にどのように応えていくべきか？

31.5 47.4 12.5
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貢献すると思う(78.9%)
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安全な社会（防災、防犯、
食の安全など）の実現
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科学技術に関する
人材の育成
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国際社会への貢献

(%)

～最新の内閣府世論調査の結果より（「科学技術に関する特別世論調査」、平成１７年５月実施）～最新の内閣府世論調査の結果より（「科学技術に関する特別世論調査」、平成１７年５月実施）

調査対象： 全国２０歳以上の者3,000人、回収結果：2,105人（回収率70.2%） １１

大いに貢献すると思う ある程度貢献すると思う わからない

あまり貢献しないと思う 全く貢献しないと思う

そう思う どちらかというとそう思う わからない

どちらかというとそうは思わない そうは思わない



～～ 今後の検討今後の検討 ～～

○○ 基本政策専門調査会で引き続き検討基本政策専門調査会で引き続き検討

○○ 分野別の重要領域などを分野別の重要領域などを更に更に掘り下げ掘り下げ

○○ 年末を年末を目途目途にに、、検討をとりまとめ検討をとりまとめ
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